
保
健
婦
に
よ
る

シ
リ
ー
ズ
健
診
ミ
ニ
知
識

糖
尿
病
を
早
く
見
つ
け
る
た
め
に

第
4
回

検
診
の
中
に
必
ず
含
ま
れ
て
い

る
の
が
尿
糖
検
査
。こ
れ
は
現
在
、

国
内
の
患
者
数
二
百
万
人
、
予
備

軍
二
百
万
人
と
い
わ
れ
る
、
糖
尿

病
を
見
つ
け
る
た
め
で
す
。

尿
検
査
で
は
、
尿
に
糖
が
出
て

い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

出
て
い
る
場
合
（
十
）、出
て
い
な

け
れ
ば
（
こ

と
し
ま
す
。

し
か
し
、
尿
検
査
だ
け
で
は
、

糖
尿
病
か
ど
う
か
診
断
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
存
じ
の
と
お

り
、
糖
尿
病
で
な
く
て
も
、
少
し

太
り
ぎ
み
の
人
や
疲
れ
た
時
に
、

尿
糖
が
（
十
）
に
な
る
人
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
で
あ
っ
て
も
尿

に
出
な
い
人
も
あ
り
ま
す
の
で
、

安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
確
実
に
糖
尿
病
を
診

断
す
る
た
め
、
血
糖
検
査
を
行
い

ま
す
。

血
糖
値
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
の
量
を
示
す
値
で
、
空
腹
時
に

採
血
し
て
数
値
を
出
し
ま
す
。

こ
の
空
腹
時
血
糖
の
値
が
1
0
0
m
g

／
d
l
以
下
で
あ
れ
ば
正
常
で
す
。

こ
の
数
値
を
上
ま
わ
る
場
合
に
糖

尿
病
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
血
糖
値
は
、
食
事
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
空
腹
時
の
値

だ
け
で
な
く
食
後
の
値
の
変
動
に

注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

血
糖
値
の
変
動
を
観
察
す
る
の
が
、

「
糖
負
荷
試
験
」で
す
。

糖
負
荷
試
験
は
、
決
め
ら
れ
た

量
の
ブ
ド
ウ
糖
を
摂
取
し
、
そ
れ

が
体
内
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

る
の
か
時
間
を
追
っ
て
見
て
い
く

わ
け
で
す
。

自
覚
症
状
の
な
い
（
初
期
の
段

階
）
糖
尿
病
を
早
く
発
見
す
る
に

は
定
期
的
な
検
査
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。糖

尿
病
の
患
者
さ
ん
の
ふ
え
る

3
0歳
半
ば
か
ら
、
年
一
回
は
必
ず

血
糖
検
査
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

6
3
年
度
ス
ポ
-
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー
の
行
事

日
程
を
変
更
し
ま
す

4
月
に
各
家
庭
に
お
配
り
し
た

昭
和
6
3年
度
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ

ー
の
内
、
次
の
行
事
の
実
施
日
を

変
更
し
ま
す
。

＊
第
1
1
回
市
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
集
い
　
　
1
0
月
1
0
日
月

＊
第
6
0回
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

1
1月
1
3日
向

市立図書館が休館します

本の虫ぼしや整理点検のため図書館
を休館します。
期間中はたいへんご迷惑をおかけし
ます。

休館期間　10 月1 日(土)～10 月11日(火)まで

郷
土
の

め
ず
ら
し
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。

い
ま
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
む
か
し
の
風
景
、
建
物
、
行

事
、
風
俗
な
ど
。

こ
ん
な
写
真
を
集
め
た
「
郷
土

の
写
真
集（
仮
称
）」
の
編
集
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

お
手
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…

市
立
図
書
館

（
　
②
4
1
4
1

）

長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

ながと歴史散歩

第16回

武
田
信
玄
正
室
の
父

三
条
公
頼
の
墓

大
寧
寺
（
湯
本
）
に
あ

る
大
内
義
隆
主
従
の
墓
所

（
県
指
定
史
跡
）の
中
に
、

三
条
公
頼（
さ
ん
じ
ょ
う
・

き
ん
よ
り
）の
墓
が
あ
る
。

公
頼
は
、
京
都
の
公
卿

（
く
げ
）
で
か
つ
て
の
左
大

臣
。
父
・
実
香（
さ
ね
か
）

は
、
大
政
大
臣
で
あ
っ
た
。

大
内
時
代
の
深
川
庄
は
、
三

条
家
の
領
地
で
も
あ
っ
た
。
湯

本
温
泉
の
台
地
に
、
住
吉
社
と

並
ん
で
興
阿
寺（
大
寧
寺
抱
え
）

が
あ
る
。
こ
の
寺
は
三
条
実
香

の
創
建
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
、
甲
斐
で
勢
力
を

の
ば
し
て
き
た
武
田
晴
信
（
信

玄
）
の
正
室
”
三
条
の
方
”
は

公
頼
の
娘
で
あ
る
。
天
文
五
年

二

五
三
六
）、
武
田
家
に
嫁
い

だ
。と

こ
ろ
で
、
天

文
二
十
年
（
一
五

五
一
)
、
大
守
・
大

内
義
隆
は
、
逆
臣

の
陶
晴
賢（
す
え
・

は
る
か
た
）
に
山

口
を
追
わ
れ
、
九

月
一
日
、
大
寧
寺

で
白
刃
す
る
。

た
ま
た
ま
、
義
隆
に
招
か
れ

て
山
口
に
い
た
公
頼
は
、
こ
の

事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
。

山
口
を
逃
れ
た
義
隆
を
追
っ
て

深
川
に
む
か
っ
た
公
頼
は
、
途

中
、
暴
徒
に
襲
わ
れ
、
八
月
二

十
九
日
、
無
残
な
最
期
を
と
げ

る
。
そ
の
場
所
は
明
ら
か
で
な

い
。こ

の
因
縁
か
ら
公
頼
は
、
義

隆
主
従
ら
と
と
も
に
、
大
寧
寺

に
眠
る
こ
と
に
な
る
。

湯
本
・
荒
川
忠
次
さ
ん
の
家

に
「
先
祖
、
上
田
河
内
守
が
、

武
田
信
玄
の
家
臣
」
と
い
う
記

録
が
あ
る
。
主
君
・
信
玄
の
義

父
で
あ
る
公
頼
の
供
養
の
た
め
、

河
内
守
は
こ
の
地
に
来
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
。（
『
長
門
時

事
』
既
報
）
　
　
　
　
　
（
良
）三条公頼の墓（大寧寺 ）

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

9
月
1
0日
の
赤
崎
祭
り
に
奉
納

さ
れ
る
楽
踊
“
月
の
前
の
伶
楽
”

は
今
年
は
江
良
区
が
引
受
で
す
。

1
日
に
昨
年
踊
り
を
奉
納
し
た

藤
中
区
か
ら
道
具
を
引
継
ぐ
当
屋

渡
し
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

踊
り
の
練
習
は
、
一
日
お
き
に

夕
方
7
時
か
ら
公
会
堂
で
日
村
繁

春
さ
ん
の
指
導
で
行
わ
れ
ま
す
。

短
い
練
習
期
間
に
、
胴
取
り
、

う
ち
わ
使
い
、
杖
使
い
、
か
ね
打

ち
と
1
6人
に
伝
統
の
芸
能
を
伝
承

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
真
剣

で
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
引
越

し
て
来
て
初
め
て
か
ね
の
リ
ズ
ム

を
聞
く
子
も
い
て
、
世
話
を
す
る

人
た
ち
も
大
変
で
す
。

1
0日
の
祭
り
に
は
、
見
事
な
楽

踊
り
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
新
し
い
世
代
に
郷

土
芸
能
が
受
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

市の人口( 9 月1 日現在)

面　積　　152. 29k ㎡

人　口　　27, 162 人（－28）

男　　12, 747 人（－9 ）

女　　　14, 415 人（－19 ）

世帯数　　8, 585 世帯（－6 ）

（　）は前月比
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